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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、粘膜関連リンパ組織（MALT）リンパ腫の症例における転座により同定されました。この遺伝子によってコードされるタンパク質にはカスパーゼリクルートメントドメイン（CARD）が含まれており、アポトーシスを誘導し、NF-κBを活性化することが示されています。このタンパク質は、NF-κBシグナル伝達の上流調節因子として機能すると考えられているCARD9、10、11、および14などの他のCARDドメイン含有タンパク質と相互作用することが報告されています。このタンパク質は、MALTリンパ腫で転座することが知られている別の遺伝子によってコードされるタンパク質MALT1と複合体を形成することがわかっています。MALT1とこのタンパク質はNF-κBの活性化において相乗作用を示すと考えられており、どちらか一方の調節不全が悪性腫瘍につながる同じ病原性プロセスに寄与する可能性があります。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。
	研究分野
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	BCL10 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HL-60 細胞のフローサイトメトリー分析。

